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総合教育
研究

本年度、校内研修支援プログラムを３つ開発しました。それぞれのプログ
ラムについてタイトルと簡単な内容を明記します。研修のご依頼をいただ
ければ、長期研修員が学校まで研修に伺います。ぜひご活用ください。

〜研究報告〜

｢特別の教科道徳｣の研究授業を行い、｢板書・ICT｣ ｢発問｣
｢抽出児童生徒｣の３つの視点で授業を分析し、協議を行いま
した。協議会では、分析結果から授業者の意図を達成するた
めの板書や発問の代替案を出したり、協議をしたりすること
によって、授業技術のみならず授業の見方について学ぶこと
ができました。

日々の授業で、課題作りに悩まれて
いませんか。パフォーマンス課題と
は、「知識・技能とそれらをどう使
うか（思考・判断・表現）を求める
複雑な実技課題」です。本プログラ
ムでは、実際に課題に取り組んだり、
作成したりする演習を通して、パフ
ォーマンス課題の意義や作成する際
のコツ、ルーブリックの活用方法な
どをお伝えします。

授業技術
研究

主体的に学習に
取り組む態度

パフォーマンス課題と
ルーブリック

教育データの活用の
在り方

主体的に学習に取り組む態度とはど
のような子どもの姿なのか悩まれて
いませんか。本プログラムでは、ワ
ークや話し合いを通して主体的に学
習に取り組む態度とはどのようなも
のか、主体性が発揮される学習とは
どのようなものか、主体性が発揮さ
れた子どもたちをどのように見取っ
ていくのかということについて授業
改善の視点でお伝えします。

教育DXが推進される中、教育データ
をどう活用していくかが今後求めら
れることでしょう。では、教育デー
タが活用がされている教育現場では
どのようなことができるでしょうか。
本プログラムでは、様々な教育デー
タをもとに授業改善や個別の支援を
考える演習を通して、データ活用の
「意義」をお伝えします。
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